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人
間
管
理
の
た
め
の
12
桁

住
民
投
票
結
果
の
尊
重
を

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
斎
藤
貴
男

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
斎
藤
貴
男

「
広
域
行
政
一
元
化
」
に
抗
議

保
険
医
年
金

解
約
一
時
金
の

年
内
着
金
に
つ
い
て

12
／
14（
月
）
協
会
必
着

　

消
費
税
は
、

政
府
に
と
っ

て
、
財
政
に
困

っ
た
と
き
に
い

つ
で
も
あ
げ
ら
れ
る
「
便
利

な
税
制
」
の
よ
う
だ
。
国
民

に
と
っ
て
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
政
府
も
増
税
に

よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
へ
の

対
策
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
特
に
、
家
計
消
費
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
日
本

経
済
に
と
っ
て
、
家
計
消
費

の
落
ち
込
み
を
食
い
止
め
る

対
策
が
急
が
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
テ
レ
ビ
は
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
で
京
都
の

嵐
山
な
ど
の
大
混
雑
を
伝
え

て
い
る
。
感
染
拡
大
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
中
結
構
な
こ

と
だ
が
、
消
費
に
偏
り
を
つ

く
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
あ
る
時
は
自
粛
、
あ
る

時
は
行
か
な
い
と
損
だ
と
煽

ら
れ
、
ま
た
突
然
、
ど
こ
そ

こ
が
危
険
だ
か
ら
行
く
な
と

い
う
。

　

個
人
が
自
由
に
消
費
を
楽

し
む
に
は
、
消
費
税
と
感
染

拡
大
は
敵
で
あ
る
。
消
費
喚

起
、
感
染
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
の
た
め
の
政
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。
政
府

は
、
コ
ロ
ナ
検
査
体
制
を
強

化
し
、
家
計
を
応
援
す
る
消

費
税
減
税
を
お
こ
な
う
べ
き

だ
。 

（
Ｔ
）

実績の起算20年１月15日から

手
書
き
紙
申
請
様
式
は
府
へ
請
求
を

介護報酬請求実績ありは申請を

実
績
報
告
の
様
式
を
府
Ｈ
Ｐ
に
公
開

介護分　感染対策支援金

医
療
分　

感
染
対
策
支
援
金

江原政策
部長談話

　

政
府
は
、
菅
政
権
が
看
板
政
策
と
す
る
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
核
と
な
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
躍
起
だ
。
各
国
が
同
様
の
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る
な

か
、
な
ぜ
日
本
は
強
力
に
進
め
る
の
か
。
斎
藤
貴
男
氏

は
、
同
制
度
が
作
り
出
す
『
超
』
監
視
社
会
に
警
鐘
を
な

ら
す
（
全
９
回
連
載
）。

　

菅
義
偉
政
権
は
２
０
２
３

年
３
月
ま
で
に
、
ほ
ぼ
全
住

民
に
〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞
カ

ー
ド
を
保
有
さ
せ
た
い
意
向

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
普

及
を
急
ぐ
目
的
で
、
こ
の
９

月
に
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
」
も
始
ま
っ
た
。
来
年
３

月
に
は
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
が
可
能
に
な
る
。
カ

ー
ド
機
能
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
へ
の
搭
載
や
、
免
許
証
と

の
一
体
化
も
進
め
て
利
便
性

を
高
め
て
い
く
方
針
だ
。

　

と
は
い
え
、
保
有
率
の
現

状
は
２
割
程
度
。
短
期
間
で

１
０
０
％
に
近
づ
け
よ
う
と

す
れ
ば
、
い
ず
れ
強
引
な
誘

導
が
図
ら
れ
、
事
実
上
の
携

帯
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
状
況

も
あ
り
得
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
私
た
ち

は
ど
う
考
え
、
い
か
に
対
応

す
べ
き
な
の
か
。
大
本
か
ら

考
え
て
み
よ
う
。

番
号
化
へ
の
嫌
悪

　

「
私
は
弓ゆ

削げ

達と
お
るで

あ
る
。

番
号
で
は
な
い
」

　

ロ
ー
マ
史
の
泰
斗
だ
っ
た

故
・
弓
削
達
先
生
の
言
葉
で

あ
る
。
１
９
９
０
年
代
の

さいとう・たかお
早稲田大学商学部卒、
英国バーミンガム大学
修士。新聞記者等を経
てフリーに。著書に
『機会不平等』『安心の
ファシズム』『消費税の
カラクリ』など多数。

末
、〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞
の

前
段
階
と
な
っ
た
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
反
対

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
せ

ら
れ
た
至
言
を
、
私
は
死
ん

で
も
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
近
で
は
流
行
ら
な
い
感

覚
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
前

は
違
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
国
民

総
背
番
号
制
度
が
明
確
な
政

策
目
標
と
な
っ
た
１
９
７
０

年
以
来
、
政
府
の
構
想
が
繰

り
返
し
浮
上
す
る
た
び
に
、

市
民
も
労
働
組
合
も
マ
ス
メ

　

江
原
豊
政
策
部
長
は
１
日
、

吉
村
大
阪
府
知
事
、
松
井
大
阪

市
長
が
、
府
市
の
広
域
行
政
一

元
化
を
条
例
制
定
で
目
指
す
方

針
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
、

談
話
を
発
表
し
た
。
全
文
を
掲

載
す
る
。

※

　

吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
（
大

阪
維
新
の
会
代
表
）
と
松
井
一

郎
大
阪
市
長
（
大
阪
維
新
の
会

顧
問
）
は
、
11
月
５
日
の
会
見

つ
２
度
の
住
民
投
票
で
示
さ
れ

た
市
民
の
判
断
を
無
視
し
、
大

阪
市
か
ら
権
限
と
財
源
を
奪
う

と
い
う
、
何
重
に
も
「
地
方
自

治
」
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

吉
村
知
事
は
会
見
で
、
都
構

想
の
制
度
案
で
市
が
府
に
移
管

す
る
と
し
て
い
た
事
務
を
府
に

委
託
し
、
財
源
も
合
わ
せ
て
移

す
べ
き
と
述
べ
、
市
の
権
限
と

財
源
を
使
っ
て
夢
洲
で
の
カ
ジ

で
、
大
阪
市
の
都
市
計
画
や
港

湾
整
備
な
ど
を
含
む
『
成
長
戦

略
』
に
関
す
る
権
限
や
財
源
を

府
に
移
譲
す
る
「
広
域
行
政
一

元
化
条
例
案
」
の
制
定
を
目
指

す
方
針
を
表
明
し
た
。

　

『
都
構
想
』
の
否
決
か
ら
わ

ず
か
１
週
間
た
ら
ず
で
の
同
方

針
の
表
明
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
大

都
市
制
度
の
改
変
と
い
う
重
い

課
題
に
つ
い
て
熟
慮
し
た
市
民

を
軽
ん
じ
、
法
的
拘
束
力
を
も

ノ
・
Ｉ
Ｒ
大
開
発
を
実
現
し
た

い
本
音
を
露
わ
に
す
る
。
広
域

行
政
に
関
す
る
事
務
の
移
管

は
、
ま
さ
に
住
民
投
票
で
否
決

さ
れ
た
『
都
構
想
』
そ
の
も
の

だ
。
協
会
は
、
事
実
上
、「
大

阪
市
解
体
」
に
つ
な
が
る
条
例

案
の
提
案
に
強
く
抗
議
す
る
。

　

吉
村
知
事
は
「
約
半
数
の
賛

成
派
の
声
を
尊
重
す
る
こ
と
も

大
事
だ
」
と
強
調
す
る
が
、
住

民
投
票
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、〝
尊
重
〞
と
は
程
遠
い
、

維
新
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
。
市

財
政
局
に「
２
１
８
億
円
試
算
」

を
撤
回
さ
せ
前
回
投
票
で
は
開

示
し
て
い
た
同
様
の
「
試
算
」

を
隠
し
、
根
拠
に
乏
し
い
「
都

構
想
に
よ
る
１
兆
超
の
財
政
効

果
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、

異
論
や
批
判
を
排
し
、
説
明
責

任
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

大
阪
府
・
市
の
成
長
や
未
来

を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
投

票
で
示
さ
れ
た
結
果
を
尊
重

し
、
議
会
・
市
民
に
対
す
る
情

報
の
開
示
や
、
異
論
や
批
判
と

対
話
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
。

　

現
在
大
阪
府
、
特
に
大
阪
市

は
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
暮
ら
し
や
営
業
は

日
々
悪
化
し
て
い
る
。
制
度
い

じ
り
に
終
始
せ
ず
、
府
民
・
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
策

に
転
換
す
べ
き
だ
。

デ
ィ
ア
も
、
人
間
が
番
号
扱

い
さ
れ
る
こ
と
へ
の
嫌
悪
感

を
露
わ
に
し
、
そ
の
こ
と
の

意
味
を
論
じ
て
は
、
こ
れ
を

封
じ
て
き
た
の
だ
。

　

だ
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
住

基
ネ
ッ
ト
は
実
現
し
、
今
や

は
る
か
に
人
間
管
理
＝
支
配

の
意
図
が
強
烈
な
12
桁
の

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞
さ
え
、

私
た
ち
は
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
な
お
、

弓
削
先
生
の
叫
び
は
重
い
。

自
宅
の
書
斎
に
銃
弾
を
撃
ち

込
ま
れ
、
そ
れ
で
も
昭
和
天

皇
の
「
大
喪
の
礼
」
に
異
議

を
申
し
立
て
、
歴
史
と
は
何

か
を
考
え
抜
い
た
本
物
の
知

識
人
の
魂
が
、
あ
の
一
言
に

は
詰
ま
っ
て
い
た
。

監
視
社
会
歓
迎
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
感

染
拡
大
防
止
の
費
用
な
ど
を

補
助
す
る
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
事
業
に
関
し
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所

は
、
同
事
業
の
医
療
分
（
上

限
１
０
０
万
円
）
と
は
別

に
、
介
護
分
と
し
て
最
大
23

万
３
０
０
０
円
を
申
請
で
き

る
。

　

介
護
分
で
は
、
▽
感
染
症

　

弓
削
発
言
と
同
じ
頃
、
私

は
取
材
で
、
あ
る
中
央
官
庁

の
シ
ス
テ
ム
課
長
に
取
材
し

て
、
こ
ん
な
話
を
聞
か
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
国
民
総
背

番
号
制
度
が
も
た
ら
す
監
視

社
会
の
恐
ろ
し
さ
を
自
覚
し

て
い
る
人
だ
っ
た
の
で
、

「
だ
っ
た
ら
不
遜
な
政
策
は

や
め
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
迫

っ
た
と
こ
ろ
、

「
だ
っ
て
、
圧
倒
的
多
数
の

国
民
は
奴
隷
に
な
り
た
が
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

反
対
運
動
が
盛
り
上
が
る
気

配
も
な
い
。
本
気
で
怒
っ
て

る
人
っ
て
、
日
本
中
で
あ
な

た
と
、
あ
と
は
２
、
３
人
ぐ

ら
い
で
し
ょ
。
便
利
で
お
ト

ク
な
ら
何
で
も
い
い
っ
て
人

ば
か
り
。
役
人
は
国
民
に
仕

え
る
の
が
仕
事
で
す
か
ら
、

そ
の
線
で
や
ら
せ
て
も
ら
い

ま
す
」

　

一
面
の
真
実
を
衝
い
た
、

し
か
し
反
吐
が
出
る
ほ
ど
醜

悪
な
、
開
き
直
り
の
言
葉
だ

っ
た
。 

（
つ
づ
く
）

対
策
を
徹
底
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
支
援
事
業
の
か
か

り
増
し
経
費
と
し
て
３
万
３

０
０
０
円
、
▽
在
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
お
け
る
環
境
整

備
へ
の
助
成
事
業
と
し
て
20

万
円
を
上
限
に
支
援
す
る
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
は
、

「
今
年
１
月
15
日
以
降
に
介

護
報
酬
を
請
求
す
る
実
績
の

あ
る
」
歯
科
保
険
医
療
機
関

で
、
今
後
、
請
求
し
た
場
合

も
対
象
と
な
る
。
補
助
対
象

の
経
費
は
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
に

支
出
し
た
、
ま
た
は
支
出
予

定
分
と
す
る
。
た
だ
し
、
同

一
の
補
助
対
象
製
品
を
、
同

事
業
の
医
療
分
と
介
護
分
に

重
複
し
て
申
請
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

※
申
請
様
式
、
申
請
方
法
な

ど
詳
細
は
府
Ｈ
Ｐ
参
照
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
大
阪
府
高

齢
介
護
支
援
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
５
７
０
‐
０
０

１
‐
１
７
０
・
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
）
ま
で
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
感
染
拡
大
防
止
の
費
用
な
ど
を
補

助
す
る
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
の
医
療
分
に
つ
い
て
、

大
阪
府
は
11
月
26
日
、
実
績
報
告
の
様
式
を
府
Ｈ
Ｐ
に
公
開

し
た
。
府
か
ら
「
実
績
報
告
の
ご
案
内
」
が
届
い
た
方
は
、

同
案
内
記
載
の
方
法
に
従
い
手
続
き
す
る
。

　

実
績
報
告
は
、「
事
前
審
査
」
と
「
本
審
査
」
の
２
段
階

で
行
わ
れ
、
▽
事
前
審
査
で
は
、
所
要
額
清
算
書
（
様
式
５

号
）
と
領
収
書
等
貼
付
用
紙
（
様
式
６
号
）
を
提
出
、
▽
本

審
査
で
は
、
実
績
報
告
書
（
様
式
４
号
）
を
提
出
す
る
。

　

実
績
報
告
の
様
式
は
、
府
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
た
だ
し
、
手
書
き
用
の
紙
申
請
様
式
を
希
望
す
る
方

は
、
左
記
の
方
法
で
入
手
さ
れ
た
い
。

　

保
険
医
年
金
の
解
約
一
時
金
の
年
内
着

金
を
ご
希
望
の
方
は
、
所
定
の
請
求
書
を

12
月
14
日
（
月
）
協
会
必
着
で
お
送
り
下

さ
い
。
受
取
額
が
１
０
０
０
万
円
以
上
の

場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
「
運
転

免
許
証
」
も
し
く
は
「
健
康
保
険
証
」
の

両
面
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。
な
お
、
一
時

金
着
金
が
年
始
で
も
、
保
険
会
社
が
12
月

30
日
に
支
払
い
手
配
し
た
分
は
今
年
の
所

得
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

手書き紙申請様式の入手方法
　手書き紙申請様式を希望する方は、
以下の書類等を下記の住所へ郵送して
下さい。
・ 返信用封筒（A4サイズが折らずに
入る大きさ・210円切手貼付・宛先
記入）

・ 「実績報告のご案内」のコピー（ま
たは、医療機関コード、申請番号、
施設名称を記載した用紙（様式自
由））
※ 郵送先住所：〒540-8570　大阪
市中央区大手前２丁目１番22号本
館５館感染症対策課　病院支援グル
ープ支援金担当宛（本住所は事前審
査の書類提出先ではない）。

と

監視社会『  』超
マイナンバー

①

共
済
部
よ
り
ご
案
内

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


